
施設名 開館時間

所在地

TEL

メール

休館日

職員構成
R５年４月現在

１時間あたりの施設使用料（社会教育認定団体は２分の１）

２４ 名 ３５０ 円

３６ 名 ７２０ 円

４０ 名 ３５０ 円

３０ 名 ３５０ 円

５０ 名 ７８０ 円

１６０ 名 ９７０ 円

貸し出し

可能備品

夜間管理３人 合計 １９ 人

老人憩いの家

駐車場

shiroifukugou@roukyou.gr.jp

３２台（内２台障害者専用）

付帯設備施設名

工芸室

調理実習室

作法室

研修室

ビデオ・机・椅子（備品の施設外貸し出し不可）

定員

貸出施設

工作机４台・椅子３０脚

調理台６台･電子レンジ２台

ガス炊飯器２台等

座卓１５台・座布団７０枚

机１０台・椅子３０脚

机８台・椅子３０脚

ピアノ１台・テレビ１台等

移動ステージ１セット・卓球台６台

バトミントンネット１セット

バスケットゴール等

視聴覚室

レクリエーション

ホール

（令和６年４月１日現在）

児童館・図書室・老人憩いの家

地域包括支援センター
併設施設

FAX

児童館業務

図書室業務 午前９時（閲覧）９時半（貸出）
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 53 796 257 2,750 15 176 21 218 10 67 22 103 378 4,110

5 54 788 231 2,520 11 145 21 227 7 94 19 88 343 3,862

6 80 1,124 258 2,625 9 119 25 259 10 53 18 89 400 4,269

7 55 738 273 3,304 7 91 21 266 14 179 22 109 392 4,687

8 59 827 205 2,104 13 194 21 226 29 1,218 28 119 355 4,688

9 65 917 240 2,770 11 156 22 250 16 384 25 118 379 4,595

10 74 1,029 256 2,877 13 177 27 274 25 848 16 113 411 5,318

11 67 979 234 2,643 9 118 22 234 10 406 12 89 354 4,469

12 57 953 201 2,036 15 166 17 180 31 1,385 15 91 336 4,811

1 60 941 242 2,485 13 167 23 337 7 146 16 64 361 4,140

2 64 1,058 224 2,331 15 185 18 200 11 51 13 90 345 3,915

3 68 1,303 278 2,799 11 147 20 219 10 131 16 102 403 4,701

合計 756 11,453 2,899 31,244 142 1,841 258 2,890 180 4,962 222 1,175 4,457 53,565

の合計が必ず一緒になるように
各部屋の年間利用率を記入する欄を追加しましたので忘れずに記入してください。
年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

35.8

研修室

部屋名

工芸室

55.5

90.1

3,981

6,656

利用人数（人）

視聴覚室

53,565

年間利用率（％）

92

レクホール

作法室

1,688

856 11,449

令和５年度　　公民館等団体別利用状況
（西白井公民館）

青少年 成人 女性 合計

4,457

27,251

その他

528

調理実習室

合　　　計

利用件数（件）

3,351

877

高齢者

509

個人

784

令和５年度部屋別利用件数・利用人数

34.1

10.8

48.9

7



令和５年度  井公 館 事業報告 
１ 運営方針 
  （１）全体の運営方針 

  ・新型コロナウイルス対策によって停滞した活動に活気を取り戻す。 

  ・孤立した人々が新しいコミュニティに参画するきっかけを作る。 

  ・地域に対する理解を深めることで、白井で生活する楽しさを知ってもらう。 

  ・地域の方々に生きる喜びを与える。 

  ・「住みやすい街  井」にある公 館として多くの 々に利 してもらう。 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

 同世代の子どもを持つ保護者同士の交友関係を広げ、お互いに支え合

える環境を作る。 

 子育ての支援を行い、地域全体で子育てを支える仕組みを作る。 

 子育て中に直面する問題を解決する手助けとなる知識を学ぶ。 

 少年教育 

（２） 

 性質の異なる人との交流を通して個性を認め合う人物となる。 

 様々な学習・活動に取り組むことで、学ぶことの楽しさを実感する。 

 自身の考えを伝える力を身に着け、コミュニケーション能力を高め

る。 

成人教育 

（３） 

 自己発見・自己実現のできる学習の場を提供する。 

 レクリエーションや運動により、加齢による能力の低下を予防する。 

 話し合いを通じて、地域の抱える問題の解決方法を考える。 

④現代社会において、より良く生活するための知識を身につける。 

⑤新しい分野の開拓を試みる。 

団体育成 

（４） 

 地域で活躍する人材と協力し、活動の発展や新たな活動の創出を促 

す。 

 住 同 が交流し、活動に取り組むための仲間づくりの場を提供す 

る。 

 新型コロナウイルス対策により活動が停滞した団体をサポートし、よ 

り良い活動状態を目指す。 

  

（３）令和５年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

  ・親子でパン教室 

  ・和菓子講座 

・白井ネクスト５・１０ 

・手芸カフェ 

・  井複合センターまつり 
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２   井公 館講座実施報告 
 
 （１）学習講座事業 

 

対象 学級講座名 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

おやこ広場（児童館共催） ①②③ １０回 
延べ２８１

人 

親子体操＆ママヨガ（児童館共催） ①③ １回 ２３人 

 少年教育 

（２） 

親子で！科学体験教室 ②③ ６回 延べ７２人 

キッズクラブ（児童館共催） ①②③ ６回 延べ８２人 

読書感想文の書き方教室（児童館共

催） 
②③ １回 ７人 

親子でパン教室（児童館共催） ②③ ２回 延べ５５人 

アートで遊ぼう（児童館共催） ①②③ ２回 延べ２２人 

夏休み子ども工作教室（児童館共催） ①②③ ２回 延べ２１人 

子ども将棋教室（児童館共催） ①②③ １０回 延べ５９人 

レッツクッキング（児童館共催） ①②③ ２回 延べ２３人 

書き初め練習会（児童館共催） ①② １回 １１人 

成人教育 

（３） 

和菓子講座 ①④⑤ ２回 延べ２１人 

１００歳まで元気！（憩いの家共催） ①②④⑤ ４回 延べ６６人 

白井ネクスト５・１０ ①②③ ５回 延べ７２人 

腸活き活き講座 ①②④ １回 ８人 

男女共同参画事業（憩いの家共催） ①②③ １回 １７人 

アロマ講座 ①②④⑤ １回 １２人 

初心者のためのスマホ講座（憩いの

家共催） 
①④ ２回 延べ１９人 

障がい者のための学習支援 ①④⑤ １回 １人 

団体育成 

（４） 

手芸カフェ ①② １２回 
延べ１１９

人 

施設予約システム講座 ②③ ３回 延べ１７人 

 

（２）講座以外に行った事業 

  ・ともしびの夕べ in 白井 

  ・２０２３年度  井複合センター利用者連絡協議会 

  ・レクホール開放 

  ・第３４回   井複合センターまつり 
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（３）情報の提供 

  ・ポスター掲示（自館・他館・掲示板・外部掲示板他） 

  ・広報しろいへの掲載 

  ・センターだより、児童館だより、自主事業ポスター掲示やチラシの配布 

  ・ホームページへの掲載 

  ・ブログへの掲載 

  ・ミニコミ誌の活用 

  ・SNS の活用（X・インスタグラム） 

 

 （４）施設の提供 

  ・生涯学習の場として、団体・サークルへの施設の貸出 

  ・サロン開催や市 活動の場として、多 的室の貸出 

  ・ロビーなど地域住 が交流できる場の提供 

 

 （５）「with コロナ」「after コロナ」時代に向けた対応 

  ・日々の運営で定期的な館内の環境整備や衛生管理の実施 

  ・各部屋の定員を通常の人数に戻し、以前の利用状態に戻す 

  ・施設利用者に「管理用チェックリスト」への記入を引き続き依頼 

 

３ 事業の評価 
 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

おやこ広場は、安定した参加者がいて内容も充実していた。親子体操＆

ママヨガは保育園に通っている１才児や２才児の方が親子で参加できな

いことから、次年度は親のみでも参加してもらうようにママヨガを中心

に実施する。 

 少年教育 

（２） 

親子でパン教室やレッツクッキングの食の講座は好調であった。親子

で！科学体験教室の前期は申込みも多かったが後期は少なくなり、申込

み方法を通年などにして工夫が必要である。子ども将棋教室は年度の途

中で通年の定期講座として実施したが、参加者の人数が安定していな

い。次年度は工夫が必要である。他の講座は予定通り実施した。 

成人教育 

（３） 

１００歳まで元気シリーズは、タオルマッサージなど内容も工夫して開

催したが、講座名によって参加者は６０才以上の方々だった。４０才以

上の方でも十分満足していただける内容だったので、次年度では４０ 

５０代の方々の参加を促すために、講座名の再考などの工夫が必要であ

る。障がい者のための学習支援は再考を要する。他の講座は予定通り実

施した。 
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団体育成 

（４） 

施設予約システム講座は、携帯電話の普及により、ほとんどの方が予約

できていて役目を終えた。次年度は開催しない。 

 

 （２）令和５年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

親子でパン教室は、昨年開催されず久々の開催となったが、相変わらずの人気で定員はす

ぐに埋まった。内容もパンをただ作るのではなく動物の形にするなど工夫していた。 

 

今年度より開催した和菓子講座は、当初年１回の開催予定であったが、人気があり、開催

希望の方が多かったため、１回追加して開催した。 

 

白井ネクスト５・１０は昨年度より早めの募集や開催時期を変えて充実した開催だった。

散策などもマンネリにならないようにコースを変えて内容が充実していた。 

 

手芸カフェは、毎回趣向を凝らした手芸の内容で最初は少人数だったが、今年度は安定し

た参加人数だった。 

 

  井複合センターまつりは昨年度の反省点をいかして、参加団体の方々とセンター職員

が一つにまとまり協力することで、準備の時間が１時間早く終わった。キッチンカーも３

台に増やし、またサポートナースの方にも健康相談をしていただき来館者に喜ばれた。次

年度も今年度の反省をいかし、素晴らしいイベントにする。準備、２日間のまつり、片付

け、反省会、全てに充実した内容だった。 
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
家
庭

教
育
】

 
講

座
名

 
お

や
こ
広

場
（
児

童
館
共

催
）

 

対
象

 
乳

幼
児
親

子
 

募
集

人
数

 
各

回
２
０

組
４
０

人
 

参
加

人
数

 
延

べ
１
３

０
組
２

８
１

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

子
育

て
世

代
の

友
達

作
り

や
居

場
所

作
り
に

協
力

し
な

く
て

は
な
ら

な
い
。

 
・

日
本

の
伝

統
行

事
や

季
節

を
感

じ
る

も
の
に

親
し

む
機

会
が

少
な
い

。
 

 目
 

標
 

・
各

回
テ

ー
マ

を
決

め
て

、
季

節
を

感
じ

る
製

作
物

を
作

成
す

る
。

 
・

子
育

て
中

の
保

護
者

の
方

に
リ

ラ
ッ

ク
ス
し

て
も

ら
い

、
製

作
を
楽

し
ん
で

も
ら
う

。
 

 学
習

期
間

 
令

和
５
年

４
月
～

令
和
６

年
２
月

 
学

習
場

所
 
遊

戯
室
、

集
会
室

、
レ

ク
ホ

ー
ル

 

回
数

 
１

０
回

 
講

師
 
児

童
館

職
員

 

学
習

内
容

 
季

節
を
感

じ
る
製

作
物
の

作
成
や

、
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、
乳

幼
児

親
子

に
楽

し
ん

で
も

ら
う

。
 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

 
 
 

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

 
 
 

 
 

 
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費
 

 
 

 
０

円
 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
 
 

 
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

 
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

赤
ち

ゃ
ん

連
れ

で
も

楽
し

め
る

よ
う

に
、
簡

単
な

製
作

に
す

る
。

 
・

参
加

者
が

仲
良

く
な

れ
る

よ
う

に
、

職
員
が

間
に

入
っ

た
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
簡

単
な

の
で

、
親

子
で

楽
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

参
加

者
同

士
で

仲
良

く
な

っ
た

。
 

・
季

節
を

感
じ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

 備
考

 
     

 講
座

名
 

親
子

体
操

＆
マ
マ

ヨ
ガ

（
児

童
館

共
催

）
 

対
象

 
乳

幼
児

と
そ

の
保

護
者

 

募
集

人
数

 
１

０
組

２
０

人
 

参
加

人
数

 
１

１
組

２
３

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
に

よ
る

新
し

い
生

活
様

式
の

中
で

、
安
心

安
全

な
事

業
を

行
わ

な
く

て
は

な
ら

な
い

。 
  目

 
標

 
・

コ
ロ

ナ
禍

の
親

子
に

楽
し
い

時
間

を
過

ご
し

て
も

ら
う

。
 

・
ほ
か

の
親

子
と

の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

は
か

り
、

育
児

の
不

安
や

ス
ト

レ
ス
を

軽
減

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
令

和
５

年
５

月
 

学
習

場
所

 
レ

ク
ホ

ー
ル

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
フ
リ

ー
ス

ポ
ー

ツ
イ

ン
ス
ト

ラ
ク

タ
ー

A
K

I
さ

ん
 

学
習

内
容

 
母

親
向

け
の

ヨ
ガ

講
座

 

予
算

 

総
額

：
５

，
３
６

６
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

５
，

０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
３

６
６

円
 

決
算

 

総
額

：
５

，
３
６

６
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

５
，

０
０

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

３
６

６
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
安
全

に
気

を
配

る
。

 
・

母
親

の
ヨ

ガ
の

時
間

は
、
子

ど
も

の
安

全
に

気
を

配
り

、
遊

び
相

手
に

な
る

。
 

 事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

２
～

３
歳

児
の

申
し

込
み
が

少
な

か
っ

た
た

め
、

急
遽

、
保

育
付

き
の

マ
マ

ヨ
ガ
講

座
に

変
更

し
た

。
 

・
母
親

に
、

自
分

だ
け

の
時
間

を
楽

し
ん

で
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
同
じ

部
屋

の
中

だ
が

、
母
親

と
子

ど
も

が
別

々
に

活
動

で
き

た
の

で
、

そ
れ

ぞ
れ
が

満
足

し
て

帰
宅

し
た

。
 

 備
考

 
・

児
童

館
職

員
の

ほ
か

に
、
い

き
い

き
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
２

人
に

保
育

を
お

願
い

し
た
。
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
青
少

年
教
育
】

 
講

座
名

 
親

子
で
！

科
学
体

験
教
室

 

対
象

 
小

学
生
と

保
護
者

 

募
集

人
数

 
各

回
７
組

１
４
人

 
参

加
人

数
 
延

べ
３
１

組
７
２

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

科
学

学
習

に
興

味
を

持
つ

が
、

直
接

的
な
実

験
を

行
う

機
会

が
な
い

子
供
た

ち
が
い

る
。

 
・

家
庭

内
で

科
学

に
つ

い
て

触
れ

る
機

会
が
な

い
。

 
 目

 
標

 
・
子

供
た

ち
が
「

科
学
を

理
解

す
る

人
」
に

育
ち
、
ひ

い
て
は
「

科
学
に

理
解
が

あ
る
人

」
が

増
え

る
よ
う

に

す
る

。
 

・
身
近

な
材
料

を
使
っ

た
実
験

や
、
見

て
い

て
楽

し
い

仕
掛

け
の

あ
る

実
験
を

行
う
こ

と
で

、
科

学
に

対
す

る

興
味

を
高
め

ら
れ
る

よ
う

に
す

る
。

 
 

 学
習

期
間

 
令

和
５
年

５
月
～

令
和
６

年
３
月

 
学

習
場

所
 
多

目
的
室

 

回
数

 
６

回
 

講
師

 
加

地
浩

成
さ

ん
・

水
野

靖
彦

さ
ん

 

学
習

内
容

 

【
前

期
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
【

後
期

】
 

５
月

 
音

の
伝
わ

り
方
を

科
学
し

よ
う
 

 
 

１
１

月
 

水
ロ

ケ
ッ

ト
を

飛
ば

そ
う

 
７

月
 
顕

微
鏡
で

自
由
研

究
 
 

 
 

 
 

 
 

１
月
 

偏
光
を

利
用
し

た
実
験

 
９

月
 
表

面
張
力

で
遊
ぼ

う
 
 

 
 

 
 

 
 

３
月
 

ス
ラ
イ

ム
を
作

ろ
う

 
 

予
算

 

総
額

：
８

０
，
０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
２

５
，
２
０

０
円

 
内

訳
：
講

師
料

 ３
０

，
０
０

０
円

 
そ

の
他
事

業
費
５

０
，
０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
４

９
，
９

９
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

 
２

５
，

２
０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

３
０

，
０

０
０

円
 

そ
の

他
事

業
費
 

１
９

，
９

９
０

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

出
欠

確
認

（
欠

席
の

方
へ

の
電

話
確

認
）

 
・

参
加

児
童

に
加

え
、

親
御

さ
ん

の
参

加
も
あ

る
た

め
、

テ
ー

ブ
ル
や

椅
子
、

講
師
用

の
マ

イ
ク

等
状

況
 

 
に
応

じ
て
準

備
す
る

。
 

・
講

座
進

行
の

補
助

。
 

  事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

身
の

回
り

に
あ

る
も

の
を

使
っ

て
実

験
や
観

察
を

行
い

、
科

学
は
身

近
に
あ

る
こ
と

を
感

じ
て

も
ら

え
た

。
 

・
親

子
や

兄
弟

で
一

緒
に

楽
し

い
体

験
を

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
科
学

を
家
庭

で
の
話

題
に

し
て

も
ら

う
 

 
こ
と

が
で
き

た
。

 
  備

考
 

・
前

期
は

両
親
と

お
子
さ

ん
各
２

人
の
４

人
参
加

が
３
組

あ
っ
た

こ
と
で

、
参

加
人

数
が

募
集

を
上

回
る

こ
と

 
 

 
 

 
に
な

っ
た
。

 
 

 講
座

名
 

キ
ッ

ズ
ク

ラ
ブ
（

児
童

館
共

催
）

 

対
象

 
小

学
生

 

募
集

人
数

 
各

回
２

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
８

２
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

地
域

社
会

で
互

い
に

助
け
合

っ
て

い
け

る
よ

う
な

精
神

を
培

う
場

と
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 
  目

 
標

 
・

子
ど

も
た

ち
の

自
主

性
と
、

他
者

を
思

い
や

る
心

を
養

う
。

 
・

い
ろ

い
ろ

な
小

学
校

の
子
ど

も
た

ち
の

交
流

を
図

る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

５
月
～

１
２

月
 

学
習

場
所

 
レ

ク
ホ

ー
ル

 
学

習
室

 

回
数

 
６

回
 

講
師

 
児
童

館
職

員
 

し
ろ

い
de

あ
そ

部
の

方
々

 

学
習

内
容

 

・
小

学
生

と
乳
幼

児
親

子
と

の
交

流
と

ゲ
ー

ム
遊

び
 

・
ボ

ー
ド

ゲ
ー
ム

 
・

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
準

備
（

３
回

）
 

・
セ

ン
タ

ー
ま
つ

り
お

店
屋

さ
ん

 
 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 
７

，
５

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

 
 

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

 
 

５
，

０
０

０
円

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

２
，

５
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

７
，

２
２
２

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
５

，
０

０
０

円
 

 
そ

の
他

事
業
費

 
２

，
２

２
２

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
子
ど

も
た

ち
が

上
手

く
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
れ

る
よ

う
、

全
体

に
目

配
り
す

る
。

 
・

環
境

を
整

え
る

。
 

・
熱
中

症
に

気
を

付
け

る
。

 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

小
学

生
と

乳
幼

児
と

の
交
流

で
は

、
他

者
を

思
い

や
る

心
が

培
わ

れ
た

。
 

・
小
学

生
に

友
達

と
協

力
し
て

活
動

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き
た

。
 

・
セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
で

は
、
店

を
開

き
、

地
域

の
方

々
と

交
流

を
す

る
こ

と
が

で
き
た

。
 

 備
考

 
・

参
加

人
数

内
訳

：
小

学
生
 

５
２
人

 
乳

幼
児

 
１

５
人

 
大

人
 

１
５
人
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 講
座

名
 

読
書

感
想

文
の
書

き
方
教

室
（
児

童
館
共

催
）

 

対
象

 
小

学
１
年

生
～
４

年
生

 

募
集

人
数

 
８

人
 

参
加

人
数

 
７

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

読
書

に
取

り
組

み
、

楽
し

い
と

感
じ

る
よ
う

に
な

る
き

っ
か

け
が
な

い
。

 
・

読
書

に
取

り
組

め
る

子
で

あ
っ

て
も

、
感
想

文
を

書
き

上
げ

る
の
は

難
し
い

。
 

 目
 

標
 

・
読

書
感

想
文

と
い

う
課

題
を

通
じ

て
、

本
を

読
む

こ
と

の
楽

し
さ
を

知
る
。

 
・

自
分

の
感

じ
た

こ
と

を
文

章
に

す
る

方
法
を

学
び

、
自

身
の

考
え
を

表
現
す

る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

７
月

 
学

習
場

所
 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
学

校
司

書
経

験
者

 
倉

知
 

美
早

さ
ん

 

学
習

内
容

 
ワ

ー
ク
シ

ー
ト
を

使
っ
て

、
読
書

感
想
文

の
作
成

に
取
り

組
む
。

 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
５

，
０

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：

 
 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
５
，

０
０

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

 
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
５

，
０

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

５
，

０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

 
０

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

過
密

に
な

ら
な

い
よ

う
に

し
つ

つ
も

、
講
師

が
指

導
し

や
す

い
座
席

配
置
を

心
が
け

る
。

 
・

作
成

に
悩

ん
で

い
た

ら
、

感
想

が
思

い
浮
か

ぶ
よ

う
に

声
か

け
を
す

る
。

 
・

集
中

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

配
慮

す
る
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
お

願
い

し
て

い
た

よ
う

に
全

員
本

を
事

前
に

読
ん

で
き

て
く

れ
た
。

 
・
最
初

に
講
師

が
本
を

読
ん
で

、
ど

の
よ

う
な

感
想

が
あ

る
か

参
加

者
に

聞
く

こ
と
で

、
感
想

文
を

書
く

こ
と

の
イ

メ
ー
ジ

が
つ
か

め
た

。
 

・
２

時
間

に
わ

た
っ

て
懸

命
に

感
想

文
作

成
に

取
組

め
た

。
 

 備
考

 
・
昨

年
は

後
日
補

講
を
行

っ
た
が

参
加
者

が
少
な

か
っ
た

し
、
今

年
は

１
年
生

に
は

父
兄

も
同

伴
し

て
く

れ
て

ス
ム

ー
ズ
に

進
ん
だ

の
で

補
講

は
お

こ
な

わ
な

か
っ

た
。

 
  

 講
座

名
 

親
子

で
パ

ン
教
室

（
児

童
館

共
催

）
 

対
象

 
小

学
生

と
そ

の
保

護
者

 

募
集

人
数

 
各

回
１

２
組

２
４

人
 

参
加

人
数

 
延

べ
２

４
組

 
５

５
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

ジ
ャ

ン
ク

フ
ー

ド
等

が
手
軽

に
食

べ
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

食
へ

の
関

心
が

薄
れ
て

き
て

い
る

。
 

  目
 
標

 
・

パ
ン

作
り

を
通

し
て

作
る
楽

し
さ

を
知

り
、

食
へ

の
興

味
を

深
め

る
。

 
・

親
子

で
の

参
加

に
よ

り
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

っ
て

も
ら

う
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

７
月
～

令
和

６
年

３
月

 
学
習

場
所

 
調

理
実

習
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
佐
藤

加
代

子
さ

ん
、

斉
藤
と

し
子

さ
ん

 

学
習

内
容

 
親

子
で

楽
し

く
動

物
パ

ン
作

り
を

す
る

。
 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
２
２

，
０

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

 
１
２

，
０

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
１

０
，

０
０

０
円

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
１

２
，

０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
２

２
，

０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

 
１

２
，

０
０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

，
０

０
０

円
 

そ
の

他
事

業
費
 

１
２

，
０

０
０

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
講
師

の
先

生
と

親
子

を
つ
な

ぐ
。

 
・

ど
の

工
程

も
親

子
で

体
験
で

き
る

よ
う

に
配

慮
す

る
。

 
・

参
加

者
が

や
け

ど
し

な
い
よ

う
に

注
意

す
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

自
分

で
最

初
か

ら
最

後
ま
で

何
か

を
作

る
楽

し
さ

を
感

じ
て

も
ら

え
た

。
 

・
親
子

で
協

力
し

て
パ

ン
を
作

る
楽

し
さ

を
感

じ
て

も
ら

え
た

。
 

 備
考

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

１
人

に
協
力

し
て

も
ら

っ
た

。
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 講
座

名
 

ア
ー

ト
で

遊
ぼ
う

（
児
童

館
共
催

）
 

対
象

 
小

学
生

 

募
集

人
数

 
１

回
１
２

人
、
２

回
４
人

 
参

加
人

数
 
延

べ
２
２

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

ア
ー

ト
的

な
側

面
か

ら
の

表
現

力
、

想
像
力

を
養

う
場

が
少

な
い
。

 
  目

 
標

 
・

個
性

を
引

き
出

し
、

作
品

に
投

影
さ

せ
る
。

 
・

ア
ー

ト
を

通
じ

て
新

た
に

興
味

関
心

が
持
て

る
分

野
へ

の
き

っ
か
け

作
り
を

す
る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

７
月
～

８
月

 
学

習
場

所
 
工

芸
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
河

上
早

百
合

さ
ん

、
白

井
恵

子
さ

ん
 

学
習

内
容

 
１

回
目
 

パ
ス
テ

ル
ア
ー

ト
 

２
回

目
 

エ
コ
ラ

ッ
プ
作

り
 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 

８
，

６
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

 
３

，
６

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
 
５

，
０

０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費
３

，
６

０
０

円
 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

８
，

６
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
 

３
，

６
０

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

 
５
，

０
０

０
 円

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
３
，

６
０

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

講
師

の
補

助
を

し
、

児
童

と
講

師
を

う
ま
く

つ
な

げ
る

。
 

・
児

童
が

楽
し

く
製

作
で

き
る

よ
う

に
配

慮
す

る
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
自

分
で

工
夫

し
て

製
作

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
 

  備
考

 
・

１
回

目
の

パ
ス

テ
ル

ア
ー

ト
は

、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

の
大

学
生

に
手
伝

っ
て
も

ら
っ
た

。
 

     

 講
座

名
 

夏
休

み
子

ど
も
工

作
教

室
（

児
童

館
共

催
）

 

対
象

 
小

学
３

年
生

～
６

年
生

 

募
集

人
数

 
各

回
１

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
２

１
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・
完

成
ま

で
に

時
間
の

か
か
る

工
作
に

、
集
中

力
が
保

て
な
い

子
や

、
難

し
い

と
感
じ

て
い
る

子
ど
も

た
ち

に

対
し
て

、
工

夫
し

て
対

応
す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 目

 
標

 
・
い

つ
も

と
は

異
な
る

複
雑
な

工
作
に

挑
戦
し

、
一
つ

の
も
の

を
作

り
上

げ
る

達
成

感
、
楽
し

さ
を
実

感
し

て

も
ら
う

。
 

 学
習

期
間

 
令

和
５

年
７

月
 

学
習

場
所

 
工

芸
室

、
研

修
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
近
藤

雅
昭

さ
ん

 

学
習

内
容

 
輪

ゴ
ム

動
力

工
作

「
カ

エ
ル

の
パ

ッ
ク

ン
貯

金
箱

」
作
り

 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
１
，

３
９

８
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

３
，

１
５

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

 
 

５
，

０
０

０
円

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

８
，

９
８

０
円

 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
１

３
，

９
８

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
 

３
，

１
５
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
５

，
０

０
０

円
 

 
そ

の
他

事
業
費

 
８

，
９

８
０

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
講
師

の
補

助
を

す
る

。
 

・
安
全

に
楽

し
く

、
熱

中
症
に

気
を

付
け

て
工

作
が

で
き

る
よ

う
に

配
慮

す
る

。
 

 事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・
先

生
と

児
童

館
職
員

の
ほ
か

に
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
が
入

り
、
難

し
い

工
程

を
手

伝
っ
て

も
ら

っ
た

の
で

、
全

員

が
作

品
を

完
成

さ
せ

て
持

ち
帰

る
こ

と
が
で

き
た
。

 
・

複
雑

な
工

作
に

挑
戦

し
、
完

成
さ

せ
た

こ
と

に
よ

り
、

達
成

感
を

味
わ

う
こ

と
が
で

き
た

。
 

 備
考

 
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の
大

学
生
、
先

生
の

友
人
、
大

山
口

中
学
校

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

部
の
生

徒
２
人

に
手
伝

っ
て

も

ら
っ

た
。
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 講
座

名
 

子
ど

も
将

棋
教
室

（
子
ど

も
将
棋

の
じ
か

ん
）（

児
童

館
共
催

）
 

対
象

 
小

学
生
、

中
学
生

 

募
集

人
数

 
各

回
１
０

人
 

参
加

人
数

 
延

べ
５
９

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・
将

棋
を

学
び
た

い
子
ど

も
の
居

場
所
作

り
と
、
将

棋
を

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

い
た

い
大

人
の

多
世

代
交

流
を

す
る
場

が
少
な

い
。

 
  目

 
標

 
・

学
ぶ

楽
し

さ
を

知
る

と
同

時
に

、
社

会
性
を

身
に

着
け

る
。

 
・

地
域

の
つ

な
が

り
を

深
め

、
将

棋
と

い
う
文

化
の

普
及

と
伝

承
に
努

め
る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

７
月
～

令
和
６

年
３
月

 
学

習
場

所
 
作

法
室
、

学
習
室

 

回
数

 
１

０
回

 
講

師
 
７

、
８

月
 

白
井

将
棋

愛
好

会
の

方
々

 
９

月
以

降
 

い
き

い
き

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

学
習

内
容

 
初

心
者
は

将
棋
の

ル
ー
ル

を
学
び

、
経
験

者
は
対

局
し
な

が
ら
技

術
を
磨

く
。

 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 

５
，

３
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

 
 
 

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

 
 
５

，
０

０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費
 

 
３

０
０

円
 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

５
，

３
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
 

 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
５
，

０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

３
０

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

暑
い

の
で

、
空

調
管

理
に

気
を

付
け

る
。

 
・

対
戦

相
手

が
い

な
い

子
ど

も
の

相
手

を
探
す

。
 

 事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

対
局

前
後

の
挨

拶
等

の
礼

儀
作

法
を

、
将
棋

を
通

じ
て

学
ぶ

こ
と
が

で
き
た

。
 

・
様

々
な

大
人

と
対

局
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

棋
の

世
界

の
視

野
が
広

が
っ
た

。
 

・
初

心
者

の
児

童
に

将
棋

の
面

白
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き
た

。
 

備
考

 
夏

休
み

に
白

井
将

棋
愛

好
会

の
方

々
に

将
棋
教

室
を

開
催

し
て

も
ら
っ

た
と
こ

ろ
、
好

評
だ

っ
た

の
で

、
９

月

以
降

は
い

き
い

き
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
に

お
願

い
し

て
、

毎
月

一
回
「

将
棋
の

じ
か
ん

」
を

開
催

し
た

。
 

講
師

料
は

白
井

将
棋

愛
好

会
で

発
生

し
た

。
 

 

 講
座

名
 

レ
ッ

ツ
ク

ッ
キ
ン

グ
（

児
童

館
共

催
）

 

対
象

 
小

学
生

 

募
集

人
数

 
各

回
１

２
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
２

３
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

ジ
ャ

ン
ク

フ
ー

ド
等

が
手
軽

に
食

べ
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

食
へ

の
関

心
が

薄
れ
て

き
て

い
る

。
 

  目
 
標

 
・

料
理

を
通

し
て

作
る

楽
し
さ

を
知

り
、

食
へ

の
興

味
を

深
め

る
。

 
  学

習
期

間
 

令
和

５
年

１
０
月

、
令

和
６

年
２

月
 

学
習

場
所

 
調

理
実

習
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
児
童

館
職

員
 

学
習

内
容

 
１

回
目

 
ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス

ク
ッ

キ
ー

作
り

 
２

回
目

 
チ

ョ
コ

ポ
ッ

プ
作

り
 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 
６

，
０

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

６
，

０
０

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

 
 

 
 

 
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

６
，

０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

６
，

３
５
４

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

６
，

０
０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
 

 
 

 
０

円
 

 
そ

の
他

事
業
費

 
６

，
３

５
４

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
子
ど

も
た

ち
の

や
け

ど
に
気

を
付

け
る

。
 

・
作
業

台
に

低
学

年
と

高
学
年

を
組

み
合

わ
せ

て
、（

で
き

れ
ば
）

高
学

年
に

手
伝

っ
て
も

ら
う

。
 

・
後
片

付
け

は
、

協
力

し
て
で

き
る

よ
う

に
声

か
け

す
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

低
学

年
が

多
か

っ
た

が
、
楽

し
く

作
業

で
き

て
い

た
。

 
・

参
加

し
た

児
童

か
ら

、「
楽

し
か

っ
た

」
「
ま

た
参

加
し

た
い

」
と

の
言

葉
を

い
た
だ

い
た

。
 

 備
考

 
・

両
日

と
も

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
大

学
生

に
手

伝
っ

て
も

ら
っ

た
。
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 講
座

名
 

書
き

初
め

練
習
会

（
児
童

館
共
催

）
 

対
象

 
小

学
生

 

募
集

人
数

 
１

２
人

 
参

加
人

数
 
１

１
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

冬
休

み
の

宿
題

の
書

き
初

め
を

、
家

庭
で
お

こ
な

う
こ

と
が

困
難
な

小
学
生

が
い
る

。
 

  目
 

標
 

・
書
道

に
真
摯

に
取
り

組
ん
で

い
る
サ

ー
ク
ル

の
講
師

、
会

員
の

み
な

さ
ん
の

指
導
の

も
と

、
少

し
で

も
上

手

に
、

納
得

で
き

る
作

品
を

仕
上

げ
る

。
 

  学
習

期
間

 
令

和
５
年

１
２
月

 
学

習
場

所
 
遊

戯
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
田

中
恵

粋
さ

ん
、

親
和

会
書

道
部

の
方

５
人

 

学
習

内
容

 
冬

休
み
の

宿
題
の

書
き
初

め
を
練

習
し
、

清
書
ま

で
仕
上

げ
る
。

 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 

５
，

０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

 
 
 

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

 
 
５

，
０

０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費
 

 
 

 
０

円
 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

５
，

０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
 

 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
５
，

０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

 
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

講
師

の
先

生
方

の
補

助
を

す
る

。
 

・
児

童
と

先
生

を
つ

な
ぐ

。
 

・
子

ど
も

た
ち

の
や

る
気

や
集

中
力

が
続

く
よ

う
に

声
か

け
す

る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・
講

師
が

前
も
っ

て
参
加

者
の
名

前
の
お

手
本
を

書
い
て

く
れ
た

の
で
、
子
ど

も
た

ち
の

や
る

気
に

つ
な

が
っ

 
た
。

 
・

全
員

が
納

得
で

き
る

作
品

を
仕

上
げ

る
こ
と

が
で

き
た

。
 

 備
考

 
     

講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
成
人

教
育
】

 
講

座
名

 
和

菓
子

講
座

 

対
象

 
一

般
 

募
集

人
数

 
１

回
１

０
人

、
２

回
１

２
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
２

１
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

「
和

」
に

対
す

る
興

味
や
関

心
が

薄
れ

て
い

る
。

 
・

 新
し

い
学

習
に

取
り

組
も

う
と

思
っ

て
も

、
難

し
く

感
じ

る
こ

と
が
多

い
。

 
 目

 
標

 
・

 季
節

に
合

っ
た

和
菓

子
を

作
る

こ
と

で
、

伝
統

的
な

和
菓

子
を

知
っ
て

も
ら
う

。
 

・
 楽

し
く

簡
単

に
も

の
づ

く
り
に

参
加

し
て

も
ら

い
、

生
涯

学
習

へ
の
興

味
を
高

め
る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

４
月
～

１
０

月
 

学
習

場
所

 
調

理
実

習
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
さ
つ

ま
や

 
渋

谷
竜

一
さ

ん
 

学
習

内
容

 
４

月
、

１
０

月
と

も
に

「
練

り
切

り
」

と
「

き
ん

と
ん
」

を
そ
れ

ぞ
れ

２
個

ず
つ

、
成
形

と
 

仕
上

げ
を

行
っ
た

。
 

予
算

 

総
額

：
１

５
，
２

５
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

１
１

，
０
０

０
円

 
内

訳
：
講

師
料

 
 
 

１
４

，
０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
１

，
２
５

０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

５
，
８

３
８

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

 
１
１

，
０

０
０
円

 
内

訳
：
講
師

料
 
 

１
４
，
０

０
０

円
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
１

，
８

３
８

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
各
自

、
テ

ー
ブ

ル
に

置
か
れ

た
材

料
一

式
を

確
認

し
て

も
ら

う
。

 
・

全
員

が
楽

し
く

和
や

か
な
雰

囲
気

に
な

る
よ

う
、

気
を

配
る

。
 

 事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

成
形

の
コ

ツ
を

つ
か

む
の
が

難
し

く
、

各
テ

ー
ブ

ル
で

交
流

を
深

め
つ

つ
講

師
の
助

言
を

も
ら

い
な

が
ら

 
 

楽
し

く
作

業
が

出
来

て
い
た

。
 

・
和
菓

子
を

通
し

て
、

春
と
秋

の
季

節
を

感
じ

て
も

ら
え

た
。

 
・

講
師

へ
の

質
問

な
ど

か
ら
和

菓
子

へ
の

興
味

が
深

ま
っ

た
様

子
が

う
か

が
え

た
。

 
 備

考
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 講
座

名
 

１
０

０
歳

ま
で
元

気
！
（

憩
い
の

家
共
催

）
 

対
象

 
一

般
 

募
集

人
数

 
１

回
３
０

人
、
２

回
２

０
人
、
３

回
２

０

人
、

４
回

２
０
人

 
参

加
人

数
 
延

べ
６
６

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・
白

井
市

の
高
齢

者
の
割

合
は
約

２
８
パ

ー
セ
ン

ト
で
今

後
も
増

加
が
見

込
ま
れ

る
の
で

、
長

寿
の
た

め
に

準

備
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

目
 

標
 

・
シ

ニ
ア

の
方

々
、

お
よ

び
ご

家
族

に
役

立
つ

情
報

を
提

供
す

る
。

 
・

一
人

で
は

継
続

が
難

し
い

こ
と

も
、

仲
間
と

続
け

る
こ

と
に

よ
り
、

仲
間
作

り
に
も

役
立

て
て

も
ら

う
。

 

学
習

期
間

 
令

和
５
年

６
月
～

１
０
月

 
学

習
場

所
 
レ

ク
ホ
ー

ル
、
視

聴
覚

室
、

研
修

室
 

回
数

 
４

回
 

講
師

 
駒

崎
 

優
さ

ん
、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、
高

齢

者
福

祉
課

、
健

康
課

 

学
習

内
容

 

・
６

月
１

５
日
（

木
）
タ

オ
ル
マ

ッ
サ
ー

ジ
講
座

 
・

７
月

１
４
日
（

金
）
介

護
保

険
制

度
、
介
護

認
定
、

介
護

サ
ー
ビ

ス
の
種

類
の
説

明
、「

も
し

バ
ナ
ゲ

ー
ム
」

 
・

９
月
１

５
日
（

金
）
脳

ト
レ
体

操
 

・
１

０
月

２
７
日

（
金
）

フ
レ
イ

ル
予
防

、
体
組

成
計
測

定
 

 

予
算

 

総
額

：
７

，
１
４

４
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

５
，
０

０
０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

２
，
１

４
４

円
 

決
算

 

総
額

：
７

，
１
４

４
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

５
，

０
０

０
円

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 
２

，
１

４
４

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

１
回

～
４

回
：

換
気

、
こ

ま
め

な
水

分
補
給

、
参

加
者

の
様

子
に
そ

れ
と
な

く
目
を

配
る

。
 

・
体

組
成

計
測

定
時

、
参

加
者

が
バ

ラ
ン

ス
を

崩
さ

な
い

よ
う

気
を
配

り
、
必

要
に
応

じ
手

助
け

を
す

る
 

 事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

１
回

：
タ

オ
ル

マ
ッ

サ
ー

ジ
を

す
る

こ
と
で

、
血

流
が

良
く

な
っ
て

い
る
の

を
実
感

し
た

。
 

 
・
２

回
：
介

護
保

険
、
介

護
サ

ー
ビ
ス

へ
の
質

問
が
相

次
い
だ

。
も
し

バ
ナ
ゲ

ー
ム

は
、
皆
さ

ん
和

気
あ

い
あ

い
の

雰
囲
気

で
盛
り

上
が

っ
た

。
ま

た
、

も
し

も
の

時
の

思
い

を
真

剣
に

取
り

組
み

確
認

さ
れ

て
い

た
。

 

・
３

回
：

認
知

症
予

防
の

た
め

の
脳

ト
レ

体
操

は
継

続
が

最
も

大
事
だ

と
再
認

識
さ
れ

て
い

た
。

 
 

・
４

回
：

認
知

症
の

前
段

階
の

フ
レ

イ
ル

予
防

の
３

つ
の

ポ
イ

ン
ト
、

食
事
の

ポ
イ
ン

ト
を

聞
い

た
。

 
・
各

回
と

も
参
加

者
の
関

心
は
高

く
、
シ

ニ
ア

の
方

々
に
役

立
つ
情

報
を

提
供

し
た

い
と

の
目

標
は

十
分

成
果

が
あ

っ
た
と

実
感
し

て
い

る
。

 
 備

考
 

 

 講
座

名
 

白
井

ネ
ク

ス
ト
５

・
１

０
 

対
象

 
市

民
 

募
集

人
数

 
各

回
２

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
７

２
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

が
ど

の
よ

う
な
目

標
な

の
か

周
知

さ
れ

て
い

な
い

。
 

・
専
門

家
か

ら
知

識
を

得
る
機

会
が

少
な

い
。

 
・

市
民

で
も

白
井

市
の

歴
史
や

現
在

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
詳

し
く

知
る

機
会

が
少
な

い
。

 
目

 
標

 
・

白
井

の
５

年
後

、
１

０
年
後

の
未

来
の

た
め

に
、

今
何

を
す

べ
き

か
を

考
え

る
。

 
・

環
境

問
題

に
関

心
を

持
ち
、

市
民

と
し

て
環

境
を

意
識

し
て

生
活

し
て

も
ら

う
。

 
・

白
井

市
の

歴
史

や
自

然
に
触

れ
、

現
状

を
知

っ
て

も
ら

う
。

 

学
習

期
間

 
令

和
５

年
７

月
～

令
和

６
年

３
月

 
学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
、
多

目
的

室
、
調

理
室

、
白

井
市

文
化

セ
ン
タ

ー
周

辺
他

 

回
数

 
５

回
 

講
師

 

千
葉

県
生

物
多

様
性

セ
ン
タ

ー
、
東

邦
大

学
准

教
授

 

安
立

美
奈

子
先

生
、

白
井
市

環
境

課
環

境
保

全
係
、

千
葉

県
地

球
温

暖
化

防
止
活

動
推

進
員

、
し

ろ
い
ふ

る
さ

と
ガ

イ
ド

の
会

 
市

川
善

美
さ

ん
 

学
習

内
容

 

環
境

基
本

計
画
等

に
基

づ
き

、
専

門
講

師
を

呼
び

S
D

G
s
に
関

連
す

る
講

座
を
開

催
。

 
・
「
生

物
多

様
性

と
外

来
生
物

を
学
ぼ

う
」
…

自
然

環
境

を
親

子
で
学

ぶ
。

 
・
「
親

子
で

省
エ

ネ
ク

ッ
キ
ン

グ
！
」

…
地
球

環
境

を
意

識
し

た
料
理

を
親

子
で

学
ぶ

。
 

・「
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
! み

ん
な

で
目
指

す
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
シ
テ

ィ
」
…

世
界
が

掲
げ

る
脱

炭
素

の
現
状

と

白
井

市
で

の
取
り

組
み

を
知

り
、

自
分

た
ち

が
今

後
何
を

す
べ
き

か
を

考
え

る
。

 
・
「
白

井
み

り
ょ

く
発

見
！
」

散
策
・

座
学
…

市
内

の
歴

史
を

学
び
、

自
身

で
今

を
見

て
歩
く

。
 

予
算

 

総
額

：
３

５
，
５

０
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

２
０

，
０
０

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

２
０

，
０

０
０

円
 

 
そ

の
他

事
業
費

 
１

５
，

５
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
３

３
，
９

２
４

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

 
１
３

，
０

０
０
円

 
内

訳
：
講
師

料
 
 

２
０
，
０

０
０

円
 

 
そ

の
他

事
業
費

 
１

３
，
９

２
４

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
夏
開

催
が

多
い

の
で

、
空
調

管
理

や
声

か
け

な
ど

で
体

調
管

理
に

気
を

付
け

た
。

 
・

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
た
め

に
ポ

ス
タ

ー
や

声
か

け
を

し
た

。
 

・
野
外

学
習

時
は

事
故

や
ケ
ガ

の
無

い
よ

う
気

を
配

り
、

周
囲

を
よ

く
確

認
し

た
。

 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・
専

門
講

師
か

ら
最

新
の

情
報
を

得
て

、
環

境
や

資
源

に
対

す
る
知

識
と
そ

の
問

題
に

関
心

を
持
っ

て
も

ら
え

 
る

学
習

が
で

き
た

。
 

・
白
井

市
の

歴
史

や
現

状
を
理

解
し

、
未

来
の

た
め

に
何

が
で

き
る

か
を

考
え

て
も
ら

う
機

会
を

作
れ

た
。

 
備

考
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 講
座

名
 

腸
活

き
活

き
講
座

 

対
象

 
市

内
在
住

者
 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参

加
人

数
 
８

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

腸
に

つ
い

て
、

も
っ

と
知

り
た

い
と

思
う
シ

ニ
ア

世
代

が
い

る
。

 
・

日
頃

か
ら

健
康

に
関

心
が

あ
る

方
が

多
い
。

 
 目

 
標

 
・

腸
内

細
菌

な
ど

の
知

識
を

得
る

こ
と

で
、
健

康
的

に
日

々
を

過
ご
せ

る
よ
う

に
す
る

。
 

・
日

本
の

平
均
寿

命
が
延

び
る
な

か
で
、
健
康

な
状

態
で

長
生

き
で

き
る

よ
う

に
健

康
寿

命
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

９
月
 

学
習

場
所

 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
千

葉
県

ヤ
ク

ル
ト

販
売

株
式

会
社

 
 

 
 

 
 

食
生

活
ア

ド
ザ

イ
ザ

ー
 

齋
藤
幸

子
さ
ん

 
椿

 
豊

子
さ

ん
 

学
習

内
容

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン
で

、
ヤ
ク

ル
ト
工

場
の
見

学
を
し

た
。

 
・

ヤ
ク
ル

ト
に
つ

い
て
、

楽
し
く

質
問
を

し
た
り

答
え
た

り
し
た

。
 

・
教

室
で

は
、
腸

の
働
き

や
健
康

寿
命
の

話
を
聞

く
。

 
・

東
京
音

頭
を
踊

り
、
運

動
の
大

事
さ
を

教
わ
っ

た
。

 

予
算

 
総

額
：
０

円
 

決
算

 
総

額
：
０

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

オ
ン

ラ
イ

ン
、

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
が

見
え
や

す
い

よ
う

に
、

暗
幕
を

閉
め
た

り
照
明

を
調

整
し

た
り

し
た

。
 

・
体

を
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

参
加

者
間

の
距

離
を

確
保
し

た
。

 
・

部
屋

の
空

調
が

冷
え

す
ぎ

な
い

よ
う

に
気
を

つ
け

た
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
講

義
内

容
を

メ
モ

し
、

質
問

を
す

る
な

ど
活

発
に

意
見

交
換

が
行
わ

れ
た
。

 
・
ビ

フ
ィ

ズ
ス
菌

に
よ
り

腸
を
活

性
化
さ

せ
る
こ

と
で
、
癌
や

あ
ら
ゆ

る
細
菌

に
対

し
て

免
疫

効
果

が
高

め
ら

れ
る

こ
と
を

理
解
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

健
康

寿
命

を
で

き
る

だ
け

長
く

す
る

た
め
の

ヒ
ン

ト
が

得
ら

れ
た
の

で
は
な

い
か
と

思
う

。
 

・
受

講
者

の
質

問
事

項
に

も
説

明
し

な
が

ら
回

答
が

あ
り

、
分

か
り
易

い
講
座

だ
っ
た

と
感

想
が

あ
っ

た
。

 
・
ヤ
ク

ル
ト
工

場
の
見

学
を

通
し

て
、
衛

生
管

理
が

し
っ

か
り
さ

れ
て
い

て
安
心

で
き
る

と
の
意

見
も

あ
っ

た
。  

 備
 

考
 

 講
座

名
 

男
女

共
同

参
画
事

業
 

 
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

を
書
い

て
み
よ

う
 

（
憩

い
の

家
共

催
）

 

対
象

 
市

内
在

住
者

 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参
加

人
数

 
１

７
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

急
な

家
族

の
逝

去
に

よ
り
、

故
人

の
遺

志
が

確
認

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る
。

 
・

家
族

同
士

、
ど

の
よ

う
な
家

庭
を

築
き

た
い

か
改

め
て

話
し

合
う

機
会

が
な

い
。

 
 目

 
標

 
・

亡
く

な
っ

た
と

き
の

対
応
を

決
め

て
お

く
こ

と
で

、
相

続
等

の
ト

ラ
ブ

ル
を

回
避
す

る
。

 
・
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

を
書
く

こ
と

を
通

じ
て

、
家

族
が

ど
の
よ

う
な
思

い
を

抱
い

て
い

る
か
知

る
機

会
を

 
作

る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

９
月
 

学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
千
葉

県
金

融
広

報
委

員
会
 

渡
辺

一
江

さ
ん

 

学
習

内
容

 

・
人

生
の

エ
ン
デ

ィ
ン

グ
に

向
け

て
（

終
活

）
 

・
終

活
の

意
識
と

実
態

調
査

 
・

エ
ン

デ
ィ

ン
グ

ノ
ー

ト
に

つ
い

て
 

・
相

続
に

つ
い
て

 
・

遺
産

相
続

と
遺

言
書

 
・

エ
ン

デ
ィ

ン
グ

ノ
ー

ト
と

遺
言

の
違

い
 

 

予
算

 

総
額

：
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
 

 
 

０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

 
 

 
 

 
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
 

 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

 
 

 
 

 
０

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
風
通

し
の

良
い

間
隔

を
保
っ

た
机

の
配

置
に

す
る

。
 

・
書
き

込
み

も
し

や
す

い
冊
子

で
文

字
を

大
き

く
し

た
資

料
を

配
布

す
る

。
 

・
テ
キ

ス
ト

の
冊

子
と

書
き
込

み
の

冊
子

と
別

々
に

ホ
チ

キ
ス

で
と

め
ま

と
ま

っ
た
配

布
物

を
提

供
で

き
た

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

講
師

は
極

め
の

細
か

い
詳
し

い
説

明
で

、
参

加
者

の
心

を
つ

か
ん

で
い

た
。

 
・

最
後

の
１

５
分

間
は

全
体
的

に
質

問
時

間
を

設
け

て
、

ゆ
と

り
を

持
っ

た
講

座
で
あ

っ
た

。
 

・
ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
「

わ
か
り

や
す

か
っ

た
」

と
参

加
者

に
好

評
だ

っ
た

。
 

備
考
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 講
座

名
 

ア
ロ

マ
講

座
 
～

さ
わ
や

か
な
秋

に
向
け

て
ア
ロ

マ
ク
リ

ー
ム
作

り
～

 

対
象

 
一

般
 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参

加
人

数
 
１

２
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・
特

に
季

節
の
変

わ
り
目

に
病
院

に
行
く

ほ
ど
で

は
な
い

が
、
何

か
し

ら
の
不

具
合

を
感

じ
て

い
る

人
は

少
な

く
な

い
。

 
 目

 
標

 
・
精
油

の
効
能

を
学
ん

で
各
自

が
好
き

な
精
油

を
選
び

、
不

調
の

改
善

や
病
気

の
予
防

、
さ
ら

に
美

容
に

取
り

入
れ

る
こ
と

で
、
よ

り
健

康
な

生
活

を
目

指
す

。
 

・
趣

味
を

同
じ

く
す

る
人

と
出

会
う

機
会

を
作

る
。

 
 学

習
期

間
 

令
和

５
年

１
０
月

 
学

習
場

所
 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
ア

ロ
マ

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

 
河

野
真

理
さ

ん
 

学
習

内
容

 
・

基
本
的

な
ア
ロ

マ
の
説

明
、
準

備
し
て

頂
い
た

約
２
０

種
類
の

精
油
の

効
能
を

聞
く

。
 

・
そ

れ
ぞ

れ
の

香
り

を
嗅

ぎ
、

各
自

が
お

気
に

入
り

精
油

を
決

め
、

ア
ロ

マ
ク

リ
ー

ム
を

完
成

さ
せ
た

。
 

予
算

 

総
額

：
７

，
０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

 
１

２
，
０

０
０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

７
，
０

０
０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
７

，
０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

 
１

４
，
４

０
０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

７
，

０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 
事

業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
精

油
の

種
類

が
多

い
た

め
、

参
加

者
に

均
等

に
い

き
渡

っ
て

い
る
か

気
を
配

る
。

 
・

戸
惑

っ
て

い
る

参
加

者
が

い
な

い
か

、
目
を

配
る

。
 

 事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・
精
油

の
効
能

を
学
ん

だ
後
、
香

り
を

嗅
ぎ

各
自

の
不

調
改

善
に

効
能

が
あ
る

精
油
を

選
ん

だ
こ

と
で

、
よ

り

健
康

な
生
活

を
目
指

す
と

い
う

目
標

は
達

成
で

き
た

。
 

・
参

加
者

同
士

が
精

油
を

選
び

な
が

ら
楽

し
そ

う
に

会
話

が
弾

ん
で
い

た
。

 
 備

考
 

・
広
報

し
ろ
い

に
お
け

る
記
載

の
内
容

に
よ
り

、
申

し
込

み
頂

い
た

方
に

ご
迷

惑
を
か

け
た

。
次

回
へ

の
反

省

と
し

た
い
。

 
  

 講
座

名
 

初
心

者
の

た
め
の

ス
マ

ホ
講

座
（

憩
い

の
家

共
催

）
 

対
象

 
市

内
在

住
者

 

募
集

人
数

 
各

回
１

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
１

９
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

使
用
に

興
味

が
あ

っ
て

も
う

ま
く

使
い

こ
な

せ
な

い
方

が
多
い

。
 

・
人
と

人
と

が
直

接
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

機
会

が
減

っ
て

い
る

。
 

 目
 
標

 
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

基
本
的

な
使

い
方

を
体

験
し

な
が

ら
学

ぶ
。

 
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
い
こ

な
す

こ
と

で
対

面
以

外
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方
法

を
増

や
す

。
 

 学
習

期
間

 
令

和
５

年
１

０
月

 
学
習

場
所

 
研

修
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
公

認
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

学
習

内
容

 
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
基

本
的

な
使

い
方

を
体

験
し

な
が
ら

学
ぶ
。

 
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

の
ア

プ
リ

を
体

験
し

な
が

ら
学

ぶ
。

 

予
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
０

円
 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
間
隔

を
保

っ
た

机
の

配
置
を

す
る

。
 

・
講
座

で
使

用
す

る
ス

マ
ー
ト

フ
ォ

ン
は

、
講

師
持

ち
込

み
の

専
用

機
に

な
る

こ
と
を

説
明

す
る

。
 

 事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・
午

前
は

ス
マ

ホ
基

本
と

キ
ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

体
験

と
い

う
こ

と
で

、
実

際
に

ア
プ
リ

を
使

い
説

明
し

て
も
ら

っ

た
。

午
後

は
ス

マ
ホ

の
基

礎
、

L
IN

E
、

写
真

の
撮

り
方

、
S

ir
i の

説
明

が
行
わ

れ
た

。
 

・
説
明

も
わ

か
り

や
す

く
皆
さ

ん
積

極
的

に
質

問
し

て
い

た
。

 
・

次
回

を
要

望
さ

れ
る

方
も
多

か
っ

た
の

で
、

引
き

続
き

講
座

を
継

続
し

て
実

施
す
る

よ
う

に
し

た
い

。
 

 備
考
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 講
座

名
 

障
が

い
者

の
た
め

の
学
習

支
援

 

対
象

 
障

が
い
者

 

募
集

人
数

 
３

人
 

参
加

人
数

 
１

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

障
が

い
者

の
方

が
学

校
を

卒
業

し
、

社
会
へ

出
た

あ
と

の
居

場
所
づ

く
り
が

な
い
。

 
 目

 
標

 
・
ペ

ー
パ

ー
ク
ラ

フ
ト
の

講
座
を

通
し
て

、
障

が
い

者
の

方
が

公
民

館
へ

気
軽

に
来

館
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
き

っ
か
け

作
り
を

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
令

和
６
年

１
月

 
学

習
場

所
 
多

目
的
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
嵜

本
邦

義
さ

ん
 

学
習

内
容

 
難

易
度
別

の
ペ
ー

パ
ー
ク

ラ
フ
ト

紙
で
動

物
な
ど

を
作
成

す
る
。

 

予
算

 

総
額

：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２

,
０

０
０

円
 

う
ち

参
加

者
負
担

金
 
 

 
 
 

 
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
  

 
 
 

  
 

 
０

円
 

そ
の

他
事

業
費
 

 
 
 

２
,
０

０
０

円
 

決
算

 

総
額

：
 
 

 
 

  
１

,
０

５
１

円
 

う
ち

参
加
者

負
担
金

：
  

 
  

０
円

 

内
訳

：
講
師

料
 
 

 
 

 
 
０

円
 

そ
の

他
事
業

費
 
 

１
,
０

５
１

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

教
材

は
難

易
度

別
に

し
て

ク
リ

ッ
プ

で
ま
と

め
て

提
供

し
た

。
 

・
教

材
に

よ
っ

て
は

表
裏

印
刷

を
し

た
。

 
・

事
前

に
教

材
研

究
を

し
て

、
き

め
の

細
か
い

的
確

な
指

導
が

で
き
た

。
 

 事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

個
別

指
導

に
よ

り
早

く
理

解
で

き
た

。
 

・
最

初
に

比
較

的
簡

単
な

教
材

を
選

ん
で

、
最

後
ま

で
完

成
で

き
る
満

足
感
を

与
え
た

。
 

 備
考

 
       

講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
団
体

育
成
】

 
講

座
名

 
手

芸
カ

フ
ェ

 

対
象

 
手

芸
が

好
き

な
人

 

募
集

人
数

 
各

回
１

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
１

１
９

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

手
芸

を
す

る
時

間
や

場
所
が

持
て

な
い

人
の

た
め

に
居

場
所

が
少

な
い

。
 

・
同
じ

の
趣

味
の

人
と

の
関
わ

り
を

持
て

る
よ

う
な

共
通

の
居

場
所

が
少

な
い

。
 

・
作
品

に
挑

戦
し

完
成

し
た
時

の
満

足
感

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

目
 
標

 
・

手
芸

が
出

来
る

居
場

所
と
し

て
、

気
軽

に
交

流
で

き
る

場
を

作
る

。
 

・
地
域

の
人

同
士

の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

。
 

・
手
指

を
使

う
楽

し
い

こ
と
を

し
て

脳
を

活
性

化
さ

せ
る

。
 

学
習

期
間

 
令

和
５

年
４

月
～

令
和

６
年

３
月

 
学
習

場
所

 
多

目
的

室
 

回
数

 
１

２
回

 
講

師
 
西
白

井
複

合
セ

ン
タ

ー
職
員

 

学
習

内
容

 

・
毎

月
第

３
日
曜

日
に

手
芸

の
持

ち
込

み
作

成
の

場
を
提

供
。

 
・

各
月

に
１

つ
手

芸
キ

ッ
ト

の
提

供
と

制
作

の
手

伝
い
。

 
キ

ッ
ト

内
容

：
「
フ

ラ
ン
ス

刺
し
ゅ

う
体
験

」「
U

V
レ

ジ
ン

で
ア

ク
リ

ル
ス
タ

ン
ド
作

り
」

 
「

サ
ン

キ
ャ

ッ
チ

ャ
ー

作
り

」
「
秋

の
吊
る

し
飾

り
作

り
」
「

小
さ

い
織

機
で
小

物
作

り
」

 
「

干
支

の
簡

単
押

絵
作

り
」「

ペ
ー

パ
ー
ク

イ
リ

ン
グ

体
験

」「
ペ

ー
パ

ー
ク
ラ

フ
ト

」
 

・
飲

食
の

販
売

 

予
算

 

総
額

：
１

０
０
，

０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

 ８
４

，
０

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
１

０
０

，
０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
９

３
、
９

８
４

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

 
７
８

，
２

５
０
円

 
内

訳
：

講
師

料
 

０
円

 
 

そ
の
他

事
業
費

 
９

３
，
９

８
４

円
 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
初
め

て
会

っ
た

人
同

士
で
会

話
が

出
来

る
よ

う
に

気
を

配
る

。
 

・
手

芸
に

興
味

が
あ

る
の

に
手
元

に
作

り
た

い
作

品
が

な
い

人
の

た
め

に
、
各

月
に

興
味

が
あ

り
そ

う
な
手

芸
 

を
用

意
し

参
加

募
集

す
る

。
 

・
飲
み

物
や

お
菓

子
を

提
供
し

て
和

や
か

に
で

き
る

場
を

作
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

開
催

か
ら

２
年

目
に

な
り
参

加
者

同
士

の
会

話
が

増
え

、
毎

月
楽

し
み

に
し

て
来
ら

れ
る

人
が

増
え

た
。

 
・

各
月

の
キ

ッ
ト

提
供

で
は
、

経
験

の
な

い
様

々
な

手
芸

が
出

来
て

楽
し

い
と

喜
ば
れ

て
い

る
。

 
・

教
わ

ら
な

い
と

出
来

な
い
と

い
う

人
の

や
る

気
に

繋
が

る
機

会
を

提
供

で
き

た
。

 
・

月
に

１
回

だ
が

、
定

期
的
に

通
う

交
流

場
の

提
供

が
出

来
た

。
 

備
考
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 講
座

名
 

施
設

予
約

シ
ス
テ

ム
講
座

 
～
ス

マ
ホ

ve
r 

対
象

 
市

民
 

募
集

人
数

 
各

回
８
人

 
参

加
人

数
 
延

べ
１
７

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・
パ

ソ
コ

ン
か
ら

だ
け
で

な
く
ス

マ
ー
ト

フ
ォ
ン

で
施
設

予
約
を

す
る
機

会
が
増

え
た
が

、
使

い
こ
な

せ
な

い

人
が

多
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

目
 

標
 

・
サ

ー
ク

ル
や

団
体

が
主

体
と

し
て

予
約

シ
ス

テ
ム

を
使

い
こ

な
せ
る

よ
う
に

す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 学
習

期
間

 
令

和
６
年

２
月

 
学

習
場

所
 
研

修
室

 

回
数

 
３

回
 

講
師

 
西

白
井

複
合

セ
ン

タ
ー

 職
員

 

学
習

内
容

 

・
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
２

/ ７
『

抽
選
の

申
込
』
２

/ ２
１
『
抽

選
結
果

の
確
認

と
確

定
』
２

/ ２
８

『
随

時
申

込
』
を

「
簡
易

版
」
を

使
い
、

３
回
に

分
け
て

実
施

 
  

予
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
０

円
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

花
粉

が
多

い
時

期
な

の
で

、
空

調
管

理
や
声

か
け

な
ど

で
体

調
管
理

に
気
を

付
け
た

。
 

・
途

中
で

つ
い

て
い

け
な

い
よ

う
な

ら
声

掛
け

し
て

解
決

し
て

い
く
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・
ス

ク
リ

ー
ン
に

映
し
た

予
約
画

面
を
見

な
が
ら

、
講

師
の

説
明

や
資

料
を

参
考

に
し

て
実

際
に

申
し

込
み

等

を
し

て
も
ら

っ
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

画
面
の

出
し
方

か
ら
入

力
の
や

り
方
、
抽
選

申
し
込

み
の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

支
払

期
間

な
ど

を
理

解
し
て

も
ら
え

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
サ
ー

ク
ル
で

施
設
予

約
担

当
を

引
き

つ
い

だ
が

、
マ
ニ

ュ
ア
ル

が
な
く

困
っ
て

い
た
人

た
ち
の

役
に

立
て

た
。  

 備
考

 
   

事
業
活
動

 
事

業
名

 
と

も
し

び
の

夕
べ

in
白

井
 

対
象

 
一

般
 

参
加

人
数

 
１

７
２

６
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

東
日

本
大

震
災

か
ら

令
和
６

年
３

月
で

１
３

年
が

経
過

し
、

当
時

の
記

憶
が

風
化
し

つ
つ

あ
る

。
 

・
地
震

な
ど

の
自

然
災

害
に
つ

い
て

常
に

備
え

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
白
井

市
住

民
同

士
の

交
流
を

は
か

る
場

が
少

な
い

。
 

目
 
標

 
・

白
井

市
内

の
各

地
に

紙
と
う

ろ
う

を
並

べ
、

東
日

本
大

震
災

犠
牲

者
に

追
悼

の
意
を

示
す

。
 

・
東
日

本
大

震
災

当
時

の
様
子

に
つ

い
て

知
る

こ
と

で
、

災
害

に
対

す
る

危
機

感
を
高

め
る

。
 

・
児
童

や
公

民
館

利
用

者
に
ロ

ウ
ソ

ク
の

風
よ

け
を

作
成

し
て

も
ら

い
、

地
域

住
民
の

交
流

を
は

か
る

。
 

 期
間

 
令

和
５

年
４

月
～
令

和
６

年
３

月
 

回
数

 
１

４
回

 

場
所

 
西

白
井

複
合

セ
ン
タ

ー
、

桜
台

セ
ン

タ
ー

、
白

井
文

化
会
館

、
三

本
松

公
園

 

事
業

内
容

 

市
内

の
保

育
園

、
幼

稚
園

、
各

小
中

学
校

の
園

児
、
児

童
、
生

徒
と

市
民
の

方
々

に
３

０
０

０

個
を

超
え

る
紙

と
う

ろ
う

の
作

成
を

し
て

も
ら

い
、
西

白
井

複
合

セ
ン

タ
ー

、
白

井
駅

前
梨
の

泉
、
桜

台
セ

ン
タ
ー

、
白
井

文
化
会

館
、
三

本
松
公

園
で

イ
ベ

ン
ト

の
日

に
と

う
ろ

う
を
灯

す
。  

西
白

井
複

合
セ

ン
タ

ー
、
桜

台
セ

ン
タ
ー

、
白

井
文

化
会

館
は

追
悼

の
た

め
の

コ
ン
サ

ー
ト

な

ど
を

行
う

。
イ

ベ
ン

ト
日

に
は

募
金

箱
も

設
置

し
て

協
力
を

募
る

。
 

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
実
行

委
員

が
活

動
し

や
す
い

よ
う

に
情

報
の

共
有

に
努

め
る

。
 

・
実
行

委
員

の
取

り
組

み
た
い

こ
と

が
実

現
で

き
る

よ
う

に
、

相
談

先
等

の
情

報
を
提

供
す

る
。

 
・

運
営

が
ス

ム
ー

ズ
に

で
き
る

よ
う

、
情

報
共

有
に

協
力

す
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・
白

井
市

文
化

団
体

協
議

会
と

の
共

催
に

よ
り
「

あ
か
り

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

タ
」
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
自

粛

し
た

生
活

も
緩

和
に

な
り

た
く

さ
ん

の
方
が

追
悼
し

、
災

害
に

対
す

る
準

備
の

関
心

も
深
め

た
。

 
・「

と
も

し
び

の
夕

べ
in

桜
台

」
で

は
コ
ン

サ
ー

ト
を

催
し

、
多

く
の

方
が

追
悼

し
、
災

害
に

対
す

る
準

備
の

関
心

も
深

め
た

。
 

・
３
月

の
「

と
も

し
び

の
夕
べ

in
白

井
」
で

は
た
く

さ
ん
の

方
々

に
身

近
で

起
こ
っ

た
能
登

半
島

地
震

の
関

心
を

深
め

、
被
災

地
の

災
害
復

興
の

協
力

を
考

え
て

も
ら

っ
た

。
地

域
の
災

害
に

対
す
る

準
備

の
関

心
も

再

確
認

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
 備

考
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 事
業

名
 

２
０

２
３
年

度
西
白

井
複
合

セ
ン
タ

ー
利
用

者
連
絡

協
議
会

 

対
象

 
一
般

 

参
加

人
数

 
２
７

人
 

 利
用

者
連

絡
協

議
会

の
内

容
 

 ・
セ

ン
タ

ー
長

か
ら

新
副

セ
ン

タ
ー

長
の

紹
介

を
す

る
。

 
・

今
年

度
の

動
向

に
つ

い
て

の
お

知
ら

せ
と
次

年
度

へ
の

諸
注

意
と
お

願
い
。

 
・

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
を

実
施

す
る

た
め

、
準
備

会
議

の
日

程
を

決
め
る

。
 

 ・
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

を
実

施
す

る
か

決
定

す
る

。
 

・
実

施
な

ら
開

催
時

期
と

今
後

の
日

程
を

決
め

る
。

 
・

実
施

な
ら

飲
食

を
す

る
か

ど
う

か
を

決
め
る

。
 

 期
間

 
令
和

５
年
７

月
 

回
数

 
 

 
１

回
 

場
所

 
西
白

井
複
合

セ
ン
タ

ー
 
視

聴
覚
室

 

事
業

内
容

 
団
体

活
動
で

利
用
す

る
と
き

の
諸
注

意
の
連

絡
を
し

て
円
滑

に
利
用

で
き
る

よ
う

に
す

る
。

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

参
加

者
の

紹
介

を
す

る
。

ワ
イ

ヤ
レ

ス
マ
イ

ク
を

使
用

し
、

意
見
者

の
意
見

が
伝
わ

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
昨

年
度

の
反

省
記

録
を

参
考

に
課

題
を

積
極

的
に

話
し

合
っ

た
。

 
  事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
各

団
体

の
自

己
紹

介
を

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

サ
ー

ク
ル

活
動

を
互
い

に
知
っ

て
も
ら

っ
た

。
 

・
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

の
今

後
の

日
程
は

参
加
者

募
集
７

/２
～

８
/３

１
、
第
１

回
調
整

会
議

９
/１

７
、
第

２
回

調
整

会
議
１

０
/ ２

９
、
反

省
会
１

２
/ １

７
に

そ
れ

ぞ
れ

決
定

し
た

。
 

 備
考

 
     

 事
業

名
 

レ
ク

ホ
ー

ル
開

放
 

対
象

 
１

８
歳

以
下

の
子
ど

も
と

保
護

者
 

参
加

人
数

 
延

べ
８

８
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

児
童

館
の

遊
戯

室
は

狭
い
の

で
、

一
人

一
人

が
の

び
の

び
遊

ぶ
に

は
限

界
が

あ
る
。

 
  目

 
標

 
・

広
い

部
屋

で
、

普
段

児
童
館

で
は

で
き

な
い

運
動

を
楽

し
む

。
 

・
運
動

遊
び

を
通

じ
て

、
異
年

齢
の

子
ど

も
た

ち
の

交
流

を
推

進
す

る
。

 
  期

間
 

令
和

５
年

８
月

～
令

和
６

年
３

月
 

回
数

 
４

回
 

場
所

 
レ

ク
ホ

ー
ル

 

事
業

内
容

 
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
、
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、
縄

跳
び

等
、
参

加
者
が

自
由

に
遊

ぶ
。

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
け
が

の
な

い
よ

う
、

注
意
し

て
見

守
る

。
 

・
熱
中

症
に

気
を

付
け

て
、
水

分
補

給
を

呼
び

掛
け

る
。

 
・

一
人

で
参

加
し

て
い

る
児
童

も
楽

し
め

る
よ

う
に

配
慮

す
る

。
 

 事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・
児

童
館

で
は

、
バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

等
の

本
格

的
な

ボ
ー

ル
遊

び
が

で
き
な

い
の
で

、
ボ

ー
ル

を
使

っ
た

遊
 

び
を

と
て

も
楽

し
ん

で
い

た
。

 
・

大
縄

跳
び

で
異

年
齢

児
童
の

交
流

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
レ
ク

ホ
ー

ル
使

用
後

の
後
片

付
け

を
、

協
力

し
て

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

  備
考
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 事
業

名
 

第
３

４
回
 

西
白
井

複
合
セ

ン
タ
ー

ま
つ
り

  
 

 
 

 
 

対
象

 
一
般

 

参
加

人
数

 
１
，

５
４
７

人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

当
館

周
辺

の
地

域
住

民
が

自
粛

生
活

か
ら
復

活
し

元
気

を
出

し
て
も

ら
い
た

い
。

 
・

当
館

を
利

用
す

る
サ

ー
ク

ル
が

継
続

し
て
活

動
し

頑
張

っ
て

い
る
姿

を
見
て

参
加
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
様

々
な

年
代

層
の

方
に

当
館

に
来

館
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

 目
 

標
 

・
高

齢
者

か
ら

子
ど

も
ま

で
楽

し
め

る
催

し
を

開
催

し
、

地
域

住
民
同

士
の
親

睦
を
深

め
る

。
 

・
各

サ
ー

ク
ル

が
学

習
の

成
果

を
発

表
す

る
こ

と
で

、
お

互
い

の
活
動

を
知
り

交
流
を

図
る

。
 

・
各

サ
ー

ク
ル

同
士

で
協

力
し

て
ま

つ
り

を
盛

り
上

げ
て

連
帯

感
を
持

つ
。

 
 期

間
 

令
和

５
年
１

２
月

 
回

数
 

２
回

 

場
所

 
西
白

井
複
合

セ
ン
タ

ー
 
全

館
 

事
業

内
容

 
団
体

活
動
発

表
、
展

示
、
活

動
体
験

、
模
擬

店
、
販

売
、

D
V

D
視

聴
、

将
棋
対

局
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

地
域

住
民

が
来

場
し

た
く

な
る

よ
う

な
楽
し

く
、

安
全

、
安

心
の
催

し
に
な

る
よ
う

に
す

る
。

 
・

多
く

の
参

加
者

が
納

得
の

で
き

る
発

表
を
行

え
る

よ
う

段
取

り
を
話

し
合
い

準
備
す

る
。

 
・

準
備

、
片

付
け

な
ど

セ
ン

タ
ー

職
員

か
ら
参

加
者

へ
の

支
持

を
徹
底

す
る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

昨
年

は
コ

ロ
ナ

禍
で

部
屋

の
定

員
な

ど
が
抑

え
ら

れ
た

が
、

今
年
は

思
い
っ

き
り
実

施
が

実
現

で
き

た
。

 
・

今
年

も
サ

ポ
ー

ト
ナ

ー
ス

の
方

を
手

配
し
、

安
全

安
心

な
セ

ン
タ
ー

ま
つ
り

で
健
康

相
談

も
実

現
で

き
た

。
 

・
キ

ッ
チ

ン
カ

ー
を

３
台

に
し

て
品

数
や

値
段

も
手

ご
ろ

で
好

評
だ
っ

た
。

 
・

自
粛

生
活

が
あ

け
て

、
昨

年
よ

り
来

館
者
が

多
く

関
心

を
持

っ
て
い

た
だ
い

た
。

 
 備
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